研修資料（入社時）
日本で働くための心構え・・・自分たちに期待されていること

「成人」の定義

　　成人（大人）とは子供の時期から訓練に訓練を重ねて、当たり前のことを当たり前として確実に行なうことのできる者のこと。

→　遅刻をせず定められた時間の間きちんと働く。

　　無断欠勤や無断早退をしない。

　　指示された事を確実に行なう。

　　子供じみたけんかをしない。嘘をつかない。　　等

「和」を重んじる文化

　→　自分一人の行動が周りにどのような結果や影響を与えるかを常に意識する。

　　　会社の取り決めには必ず従うこと。

　　　責任感を持ち、約束は必ず果たす。

　　　自分の意見や権利を主張する前に、まずは自分の義務を果たすこと。

　　　自分で判断できないことや分からないことは必ず上司に相談すること。

　　　報告・連絡・相談を欠かさない。

その他

「仕事」を早く覚えるよう努力すること。

　　必ずメモを取り、分からないことを分からないままにしないこと。

「日本語」を覚えるよう努力すること。

日本で働く以上、日本人の考え方や文化を理解しようと努めるのは当然期待されるべきことで、そのために日本語を学ぶ努力をするのは当たり前のことである。そのためには日本人社員と仲良くなる努力も求められる。また朝礼では業務や安全に関する大切なことが述べられるので出席はもちろんのこと、きちんと理解すること。
　
　「安全」を意識すること。
　　　危険な仕事であることを片時も忘れず、たとえ慣れた仕事だったとしても安全を確保するために教えられた手順は確実に行なうこと。また自分の油断が他人を危険にさらすことも意識して仕事すること。

　「上司は必ず見ている」ことを忘れないこと。

　　　上司は部下一人一人をつぶさに観察している。それは、仕事の質や速さだけでなく他人との接し方や人間性全てに及ぶ。悪い部分だけでなく良い部分も見ており、それは社内における自分の将来の立場と大きく関係していることを決して忘れないこと。

　「注意」された時には何が悪かったのかをよく考えること。

　　　注意されたり叱られたりした時には、腹がたつこともあるだろうが、それは意地悪でも人種差別でもなく自分のためであることを覚えておく。内容によっては自分の安全や命がかかっている場合もあるのだから、よく考えて、そこから学び、二度と同じ失敗を繰り返さないようにすること。どうしても分からない場合や理解できないときには敬意を込めて質問すること。

　「ヒヤリハット」

　　　一生懸命、仕事をしていたら事故や怪我にまで至らなくてもヒヤッとすることは起きる。それは上司に必ず報告すること。それは恥ずかしいことではなく、仲間を危険から守るための大切なアドバイスになることを覚えておくこと。

　「ラジオ体操」

　　　業務にかかる前の大切な準備運動。なじみがないとはいえ早く覚えて一生懸命に取り組むこと。

